
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

11

・�

県
災
害
対
策
本
部
に「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
調
整
班
」を
設
置（
14
時
46
分
）

・�

仙
台
市
消
防
航
空
隊
が
仙
台
市
内
で
救
助
活
動
開
始（
15
時
）

！��

仙
台
市
消
防
局
か
ら
宮
城
県
に
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
要
請（
15
時
30
分
）

・�

宮
城
県（
危
機
管
理
監
の
判
断
）か
ら
総
務
省
消
防
庁
に
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
を
電
話
要
請
す

る
も
不
通（
15
時
31
分
）

・�

緊
急
消
防
援
助
隊
応
援
要
請
完
了�

「
宮
城
県
消
防
応
援
活
動
調
整
本
部
」を
行
政
庁
舎
５
階
総
務

部
消
防
課
内
に
設
置（
15
時
36
分
）

！��

消
防
庁
長
官
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
の
出
動
を
指
示�

法
制
化
※
以
来
初（
15
時
40
分
）※
消
防
組
織
法
の�

一
部
を
改
正

・�
仙
台
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
津
波
襲
来
、防
災
ヘ
リ
流
出
・
破
損�

隊
員
孤
立（
15
時
53
分
）

・�
代
表
消
防
機
関（
仙
台
市
消
防
局
）の
派
遣
職
員
が
調
整
本
部
に
到
着（
16
時
10
分
）

・�

県
災
害
対
策
本
部
を
県
庁
２
階
講
堂
に
移
設（
18
時
）

・�

東
京
消
防
庁
指
揮
支
援
隊
が
ヘ
リ
に
て
陸
上
自
衛
隊
霞
目
駐
屯
地
到
着（
20
時
5
分
）

・�

山
形
空
港
を
ヘ
リ
ベ
ー
ス
に
決
定
し
関
係
機
関
に
連
絡（
20
時
46
分
）

・�

総
務
省
消
防
庁
の
派
遣
職
員
、指
揮
支
援
部
隊
長
代
行（
東
京
消
防
庁
）が
調
整
本
部
に
到
着（
21
時
）

・�

孤
立
し
て
い
た
防
災
航
空
隊
員
が
災
害
対
策
本
部
に
合
流

12

・�

指
揮
支
援
隊（
新
潟
市
消
防
局
）が
石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
に
到
着　
　
　
　
　

以
降
、各
指
揮
支
援
隊
が
順
次
到
着

・�

富
山
隊
が
活
動
拠
点（
名
取
市
箱
塚
グ
ラ
ン
ド
）に
到
着
し
救
助
活
動
開
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
降
、各
都
道
府
県
隊
が
被
災
地
に
順
次
到
着
し
救
助
活
動
開
始

・�

最
先
着
隊
の
愛
知
・
山
梨
県
防
災
航
空
隊
が
亘
理
地
区
に
て
救
助
活
動
開
始

！��

指
揮
支
援
部
隊
長（
札
幌
市
消
防
局
）が
調
整
本
部
に
到
着

・�

石
巻
赤
十
字
病
院
及
び
県
南
中
核
病
院
へ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
受
入
対
応
の
た
め
航
空
隊
員
派
遣

・�

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
調
整
会
議
を
毎
日
２
回（
日
の
出
前
及
び
日
没
後
）実
施

・�

ノ
ー
タ
ム（
航
空
交
通
情
報
）発
出
～
救
助
機
以
外
の
最
低
飛
行
高
度（
１
５
０
０
ft
）

13
！��

航
空
燃
料
の
配
置
完
了
に
伴
い
フ
ォ
ワ
ー
ド
ベ
ー
ス（
グ
ラ
ン
デ
ィ・
21
）の
運
用
開
始

・�

期
間
中
の
最
大
応
援
機
数
18
機
に
よ
り
活
動（
13
日
～
14
日
）

15

・�

ノ
ー
タ
ム（
航
空
交
通
情
報
）発
出
～
福
島
第
１
原
発
か
ら
半
径
30
㎞
以
内
の
飛
行
禁
止

18

・�「
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」開
始�

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
所
有
機
関
の
全
勢
力
で
沿
岸
部
の
被
災
地
に
お
い
て
、捜
索
・�

聞
き
取
り
を
実
施（
18
日
～
19
日
）

・�

県
内
の
緊
急
消
防
援
助
隊
隊
員
数
が
ピ
ー
ク
と
な
る（
８
３
３
隊
３
２
５
７
人
）

5

31

・�

宮
城
県
内
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
が
終
了

6

6

・�

福
島
県
内
で
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
が
終
了　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
て
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
が
終
了

気仙沼市

南三陸町

登米市

栗原市

大崎市

大衡村

大和町

涌谷町

美
里
町

石巻市

東松島市
松
島
町

大郷町

富谷町

女
川
町

利府町

七ヶ浜町

塩竈市

多賀城市
仙台市

加美町

色麻町

川崎町

名取市

蔵王町 岩沼市

亘理町

白石市

山元町

七ヶ宿町

丸森町

角田市

大河原町

村田町

柴田町

2 1

発
災
直
後
、
直
ち
に
県
災
害
対
策
本
部
内

に「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
調
整
班
」が
設
置
さ

れ
た
が
、
人
命
救
助
の
要
と
な
る
県
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
は
、お
よ
そ
１
時
間

後
に
襲
っ
た
津
波
に
よ
り
孤
立
。屋
上
に
避
難

し
、
危
う
く
難
を
逃
れ
た
航
空
隊
員
の
眼
前

で
県
の
防
災
ヘ
リ
は
流
出
・
破
損
し
た
。
発
災

当
日
の
夜
、航
空
隊
員
が
県
庁
に
移
り
、
本
格

的
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
用
調
整
が
開
始
さ

れ
た
が
、
各
機
関
の
救
助
ヘ
リ
を
一
元
管
理
す

る
の
は
困
難
で
あ
り
、エ
リ
ア
ご
と
に
担
当
す

る
機
関
を
割
り
振
っ
て
の
調
整
と
な
っ
た
。津

波
に
よ
り
沿
岸
部
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
陸

上
部
隊
に
よ
る
救
助
活
動
が
困
難
を
極
め
る

中
、
人
命
救
助
を
最
優
先
と
す
る
発
災
後
72

時
間
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
の
多
数
の
ヘ

リ
が
救
助
活
動
に
当
た
っ
た
。

発
災
当
日
15
時
36
分
、県
は
総
務
省
消
防
庁

に
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
を
要
請
し
、
災

害
対
策
本
部
に「
宮
城
県
消
防
応
援
活
動
調

整
本
部（
以
下「
調
整
本
部
」）」を
設
置
。
消
防

庁
長
官
の
指
示
に
よ
り
、
全
国
各
地
か
ら
緊

急
消
防
援
助
隊
が
本
県
に
駆
け
つ
け
た
。
18

日
の
ピ
ー
ク
時
に
は
８
３
３
隊
３
２
５
７
人

が
県
内
で
救
助
活
動
を
展
開
し
た
。

発
災
後
72
時
間
が
経
過
し
、
生
存
者
の
発

見
が
次
第
に
難
し
く
な
っ
て
い
く
中
、
警
察
、

消
防
、
自
衛
隊
、
と
も
に
遺
体
捜
索
が
明
確

な
所
掌
業
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
状

況
で
の
活
動
が
続
い
た
。
緊
急
消
防
援
助
隊

の
活
動
期
間
は
通
常
１
週
間
程
度
で
あ
る
が
、

今
回
は
被
災
規
模
が
大
き
く
、
活
動
が
長
期

に
及
ん
だ
た
め
、
調
整
本
部
で
は
、
そ
の
撤
収

時
期
に
つ
い
て
市
町
村
と
調
整
を
図
っ
た
。

ヘリによる患者搬送（出典：石巻赤十字病院）救助に向かう緊急消防援助隊 救助活動の様子（出典：自衛隊）緊急消防援助隊の救助活動

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

気仙沼・本吉地域消防本部

青森、山形、栃木、山梨、長野、石川、鳥取、山口

秋田、山形、新潟、東京、山梨、京都、兵庫、鳥取、香川

石巻地区消防本部

��青森、山形、栃木、山梨、���
�長野、石川、和歌山、
鳥取、広島、山口、熊本

�北海道、新潟、和歌山、
山口、鹿児島

亘理地区消防本部

山梨、愛知、福井、滋賀、奈良、山口、
香川、愛媛、大分、鹿児島

愛知、奈良、兵庫、福岡

仙台市消防局

北海道、東京、福岡

神奈川、三重、島根、
熊本

仙南地域消防本部

栃木

―

塩釜地区消防本部

京都、岡山

長野、兵庫、岡山、徳島

岩沼市消防本部

山形、愛知

山梨

名取市消防本部

山形、長野

長野、富山、広島

大崎地域消防本部

黒川地域消防本部

栗原市消防本部

登米市消防本部

宮城県全域（航空隊）
大阪、徳島、福岡、熊本

消防機関名

航空隊

陸上隊

対応 月日 出動指示 派遣

1次出動指示 3月11日 15時40分

東京、新潟、群馬、埼玉、神
奈川、富山、山梨、長野、
静岡、岐阜、愛知、滋賀、
三重、兵庫、京都、山形、
奈良、大阪、秋田、北海道
（計20都道府県）

2次出動指示 3月11日 23時15分 石川、福井（計2県）

3次出動指示 3月12日 6時8分 和歌山、鳥取、島根、広
島、岡山、栃木（計6県）

4次出動指示 3月13日 22時00分 青森、千葉（計2県）

5次出動指示 3月14日 11時25分

福岡、香川、佐賀、大分、愛
媛、山口、高知、宮崎、徳
島、長崎、熊本、鹿児島、
沖縄（計13県）

6次出動指示 3月25日 8時30分 茨城（計1県）

宮城県

出典：東日本大震災ー宮城県の発災後１年間の災害対応の記録とその検証ー（宮城県）

出典：平成23年度　消防白書（総務省消防庁）

緊急消防援助隊が
支援に入った区域

消防庁長官による
緊急消防援助隊の
出動指示一覧

人
命
救
助
・
救
急
活
動
の
展
開

02

Ⅰ
初
動
対
応

１ 

初
動
対
応



緊急援助隊指揮支援部隊長

札幌市消防局

指揮支援隊 東京消防庁 京都市消防局 新潟市消防局 岡山市消防局 仙台市消防局 広島市 
消防局

名古屋市 
消防局

福岡市 
消防局

都道府県隊

東
京
消
防
庁

山
梨
県
隊

香
川
県
隊

京
都
府
隊

兵
庫
県
隊

鳥
取
県
隊

北
海
道
隊

新
潟
県
隊

和
歌
山
県
隊

山
口
県
隊

鹿
児
島
県
隊

長
野
県
隊

岡
山
県
隊

徳
島
県
隊

神
奈
川
県
隊

三
重
県
隊

島
根
県
隊

熊
本
県
隊

富
山
県
隊

広
島
県
隊

愛
知
県
隊

奈
良
県
隊

福
岡
県
隊

活動�
拠点

気仙沼・
本吉地域�
（気仙沼市）

気仙沼・
本吉地域�
（南三陸町）

石巻地区 塩釜地区 仙台市 名取市 亘理地区�
（亘理町）

亘理地区�
（山元町）
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松
林
の
上
に
波
が
見
え
た

発
災
直
後

県
防
災
ヘ
リ
が
流
出
・
破
損

地
震
発
生
直
後
、
迅
速
な
人
命
救
助
の
た
め
、
直
ち
に

県
災
害
対
策
本
部
内
に「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
調
整
班
」

（
以
下
、「
調
整
班
」）を
設
置
し
た
が
、
人
命
救
助
の
要
と

な
る
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所（
仙
台
市
荒

浜
）と
連
絡
が
と
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
。

現
場
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
で
は
、
航
空
隊

長
の
指
揮
下
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
燃
料
を
補
給
し
飛

び
立
つ
準
備
を
し
て
い
た
が
、
松
林
の
上
に
迫
り
く
る
津

波
を
目
視
で
確
認
。
隊
員
の
命
を
優
先
し
、
隊
員
全
員

を
格
納
庫
の
上
に
避
難
さ
せ
た
。
隊
員
の
眼
前
で
県
の
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
津
波
に
流
さ
れ
、
破
損
し
た
。

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
地
震
発
生
後
、
被
害
調
査
の
た
め
沿
岸
部
に
向
か

っ
て
飛
行
し
ま
し
た
が
、
降
雪
に
よ
る
視
界
不
良
に

見
舞
わ
れ
途
中
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

燃
料
補
給
の
た
め
基
地
に
戻
り
、
着
陸
し
て
い
た
際

に
津
波
警
報
が
出
て
い
る
と
い
う
情
報
を
知
り
ま
し

た
。
す
ぐ
に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
（
緊
急
発
進
）
の
指
示

を
出
し
た
ん
で
す
が
、
も
う
既
に
直
近
の
松
林
の
上

に
波
が
見
え
て
い
た
の
で
、
急
き
ょ
隊
員
全
員
を
格

納
庫
の
屋
上
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
避
難
す
る
階
段

の
途
中
で
振
り
向
く
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
津
波
に
飲

み
込
ま
れ
て
い
く
の
が
見
え
ま
し
た
」

 

消
防
課
職
員

「
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
事
務
所
と
一
切
連
絡

が
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
て
、
緊
張

が
走
り
ま
し
た
。
夜
に
な
っ
て
、
県
の
防
災
ヘ
リ
コ

道
府
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊
が
宮
城
県
を
目
指
し
て
出

動
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
制
度
上
、
県
は
各
隊
と
連
絡

を
と
る
た
め
の
消
防
無
線
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
16
時
10

分
、
仙
台
市
消
防
局
員
が
調
整
本
部
に
到
着
し
た
こ
と

で
、
市
の
消
防
無
線
を
通
じ
て
よ
う
や
く
各
隊
の
移
動
状

況
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

※
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正

 

消
防
課
職
員

「
県
内
で
複
数
の
市
町
村
が
被
災
し
た
場
合
に
、
地

域
の
消
防
単
位
で
は
な
か
な
か
統
括
し
に
く
い
と
こ

ろ
を
総
合
的
に
連
絡
や
調
整
を
行
う
の
が
、
消
防
応

援
活
動
調
整
本
部
と
な
り
ま
す
。
初
め
の
う
ち
は
各

消
防
本
部
に
お
い
て
も
被
害
の
実
態
が
つ
か
め
ず
応

援
が
必
要
か
ど
う
か
、
状
況
が
分
か
ら
な
い
中
で
始

ま
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
」

「
消
防
庁
に
緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣
要
請
す
る
際

は
、
消
防
車
何
台
、
救
急
車
何
台
、
は
し
ご
車
何
台

な
ど
、
用
紙
に
書
き
込
ん
で
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
る

形
に
な
る
ん
で
す
が
、
被
災
状
況
を
そ
の
時
点
で
把

握
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
し
た
。
そ
の
旨
を
消
防

庁
の
御
担
当
に
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
、
様
式
を
埋

め
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
と
言
わ
れ
て
押
し
問
答
も

あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
、
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
の
応
援
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と

で
お
願
い
し
ま
し
た
」

「
本
来
で
す
と
派
遣
さ
れ
た
隊
の
動
き
に
つ
い
て
は

県
同
士
で
連
絡
が
く
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
手

段
が
な
い
。
仙
台
市
の
情
報
を
も
と
に
、
今
ど
の
隊

が
ど
こ
に
い
る
か
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
片
っ
端
か
ら

時
系
列
で
書
き
出
し
て
、
そ
こ
か
ら
緊
急
消
防
援
助

隊
の
運
用
調
整
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

「
11
日
の
17
時
前
に
気
仙
沼
消
防
か
ら
『
石
油
の
屋

外
タ
ン
ク
が
浮
い
て
い
て
、
海
で
火
災
が
発
生
し
て

い
る
』
と
い
う
情
報
が
入
り
ま
し
た
が
、
全
く
イ
メ

ー
ジ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
私
が
思
い

プ
タ
ー
が
流
さ
れ
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
と
の
連
絡

が
入
り
、
隊
員
の
安
否
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
自
衛

隊
や
全
国
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

借
り
て
運
用
を
開
始
し
て
い
こ
う
と
な
り
ま
し
た
」

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
30
分
く
ら
い
で
基
地
の
水
は
一
旦
引
い
た
の
で
、

格
納
庫
の
上
か
ら
降
り
て
見
に
行
く
と
、
真
っ
二
つ

に
な
っ
た
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
に
ぼ
う
然
と
し
て
何
も
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
べ
る

状
態
で
あ
れ
ば
、
何
人
の
人
々
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
た
ん
だ
ろ
う
か
？　

翼
を
失
い
そ
れ
が
で
き
な
く

な
っ
た
無
力
感
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
数
時
間

が
た
ち
、
日
が
暮
れ
る
頃
や
っ
と
隊
員
に
対
し
て
、

『
我
々
の
武
器
は
も
う
な
い
け
れ
ど
、
も
う
す
ぐ
他

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
全
国
か
ら
応
援
に
や
っ
て
き
て

く
れ
る
。
我
々
は
応
援
部
隊
の
支
援
を
行
う
』
と
指

示
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

全
国
へ
の
応
援
要
請

発
災
直
後

消
防
応
援
活
動
調
整
本
部
の
設
置

発
災
直
後
の
15
時
30
分
、
仙
台
市
消
防
局
か
ら
宮
城

県
に
対
し
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
要
請
が
入
る
。
こ

れ
を
受
け
、
宮
城
県
で
は
15
時
36
分
、
消
防
庁
長
官
に

対
し
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
要
請
を
行
い
、
県
災
害

対
策
本
部
事
務
局
内
に
消
防
応
援
活
動
調
整
本
部（
以
下

「
調
整
本
部
」）を
設
置
し
た
。

15
時
40
分
、平
成
15
年
の
法
制
化
※
以
来
初
め
て
と
な

る
消
防
庁
長
官
に
よ
る
出
動
指
示
が
発
出
さ
れ
、
各
都

起
こ
し
た
の
は
、
仙
台
港
に
並
ん
で
い
る
原
油
が
入

っ
た
大
き
な
タ
ン
ク
で
す
が
、
そ
れ
が
浮
い
て
い
る

状
況
な
ん
て
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

実
際
そ
れ
が
浮
い
て
、
海
を
漂
っ
て
い
て
、
大
き
な

火
災
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

「
東
京
の
部
隊
が
気
仙
沼
市
を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
情
報
が
入
り
ま
し
て
、
仙
台
市
か
ら
国
道
45
号
線

を
通
っ
て
行
か
せ
よ
う
と
し
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
が

通
れ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
て
、
岩
手
県
庁
に
電

話
を
し
ま
し
た
。
岩
手
県
庁
も
混
乱
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
関
消
防
か
ら
、
一
関
市
か
ら
気
仙
沼
市
に
抜

け
る
道
路
が
使
え
る
と
の
情
報
を
頂
い
て
、
東
京
の

部
隊
に
そ
の
ル
ー
ト
を
伝
え
ま
し
た
。
後
か
ら
つ
い

た
名
称
で
す
が
『
く
し
の
歯
作
戦
』※
の
第
一
歩
は
結

果
的
に
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
」

※�

内
陸
部
を
南
北
に
貫
く
東
北
自
動
車
道
と
国
道
４
号
か
ら
、「
く
し
の
歯
」

の
よ
う
に
沿
岸
部
に
伸
び
る
何
本
も
の
国
道
を
、
救
命
・
救
援
ル
ー
ト

確
保
に
向
け
て
切
り
開
く
作
戦
の
こ
と
。

燃
料
が
な
い
、野
営
が
で
き
な
い

平
成
23
年
３
月
11
日
～
13
日

緊
急
消
防
援
助
隊
の
受
入
調
整
業
務
を 

本
格
的
に
開
始

宮
城
県
で
広
域
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
国
の
計
画

で
は
、
仙
台
市
消
防
局
が
緊
急
消
防
援
助
隊
の
指
揮
を

執
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
仙
台
市
の
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
た
め
、
12
日
の
朝
、
調
整
本
部
入
り
し
た
第
２
順

位
で
あ
る
札
幌
市
消
防
局
に
よ
り
、
本
格
的
に
調
整
業

務
が
開
始
さ
れ
た
。
続
々
と
緊
急
消
防
援
助
隊
が
到
着

す
る
中
、
燃
料
や
野
営
地
の
確
保
は
難
航
し
、
ま
た
、
県

災
害
対
策
本
部
の
電
話
番
号
が
外
部
に
公
開
さ
れ
て
い

た
結
果
、
事
務
職
員
は
、
必
要
な
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い

な
い
電
話
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

消
防
課
職
員

「
夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
、
実
際
に
指
令
を
受
け
た
各

都
道
府
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊
を
ど
こ
の
市
町
村
に

配
置
す
る
か
を
調
整
し
ま
す
。
西
日
本
か
ら
の
応
援

部
隊
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
こ
そ
こ
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
行
け
ば
軽
油
は
給
油
で
き
る
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
誘
導
を
し
ま
し
た
」

「
消
防
は
基
本
的
に
市
町
村
所
管
で
す
。
だ
か
ら
本

来
自
分
の
区
域
内
さ
え
走
れ
れ
ば
性
能
と
し
て
は
足

り
ま
す
。
当
日
は
雪
も
降
り
ま
し
た
し
、
寒
冷
地
仕

様
で
は
な
い
車
が
、
１
０
０
０
㎞
、
２
０
０
０
㎞
走

っ
て
宮
城
に
入
っ
て
く
る
わ
け
な
の
で
途
中
で
パ
ン

ク
し
た
り
、
故
障
が
起
き
た
り
、
様
々
な
こ
と
を
乗

り
越
え
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
」

「
札
幌
市
消
防
局
が
ヘ
リ
で
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く

れ
た
ん
で
す
け
ど
、
県
庁
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
小
型

機
し
か
降
り
ら
れ
な
い
制
約
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

緊急消防援助隊指揮系統
（平成23年3月18日8時現在）

晩
は
花
巻
に
降
り
て
、
明
け
方
に
霞
目
自
衛
隊
基

地
に
到
着
し
て
、
後
は
陸
路
を
移
動
し
、
12
日
の
朝
、

や
っ
と
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
一
般
の
方
か
ら
の
電
話
が
殺
到
し
て
、
本
来
で
あ

れ
ば
、
担
当
部
署
が
適
切
に
情
報
を
整
理
し
て
、
緊

急
消
防
援
助
隊
の
方
に
つ
な
ぐ
ル
ー
ル
に
な
っ
て
は

い
た
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
丸
投
げ
と
い
い
ま
す
か
、

き
た
電
話
を
た
だ
転
送
さ
れ
る
状
況
が
、
初
動
の
数

日
間
は
続
き
ま
し
た
」

「
一
般
の
火
事
で
も
『
火
事
だ
』
と
言
っ
て
そ
の
ま

ま
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
よ
う
に
、
今
回

の
震
災
で
も
、
救
助
要
請
の
具
体
的
な
内
容
が
分
か

ら
な
い
電
話
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
人
命
救
助
で
あ

れ
ば
、
ヘ
リ
で
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の
か
、
陸
路
が

使
え
る
の
か
、
陸
路
が
難
し
い
と
し
て
も
軽
ト
ラ
で

あ
れ
ば
通
れ
る
の
か
、
本
来
そ
う
し
た
判
断
を
即
座

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
救
援
物
資
で
あ
れ
ば
、

食
料
や
飲
み
物
何
人
分
を
ど
の
場
所
へ
と
い
う
情
報

が
必
要
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
が
一

切
な
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
の
中

で
、
か
け
直
し
て
聞
き
直
す
と
い
う
作
業
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
私
を
含
め
た
数
人
で
そ
の
対
応
を
し

て
い
た
の
で
、
忙
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
本
来
の
緊
急

消
防
援
助
隊
の
調
整
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
」

「
海
岸
線
は
軒
並
み
浸
水
し
て
お
り
、
野
営
が
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
し
た
。
内
陸
に
隣
接
す
る
市
町
村
の
御
理
解

を
頂
い
て
、
活
動
拠
点
と
な
る
土
地
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
今
度
は
活
動
場

所
ま
で
の
移
動
距
離
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
、
活
動

で
き
る
時
間
の
制
約
や
、
当
時
不
足
し
て
い
た
燃
料

の
消
費
が
増
え
て
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。
事
後
の

話
で
す
が
、
想
定
し
た
場
所
が
使
用
で
き
な
い
場
合

の
活
動
拠
点
も
あ
ら
か
じ
め
調
整
し
て
お
く
と
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
調
整
本
部
員
で
あ
る
札
幌
市
消
防
局
の
方
が
、
自

衛
隊
の
燃
料
担
当
の
方
な
ど
に
か
け
合
っ
て
、
燃
料

確
保
に
御
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、『
Ａ

社
の
ガ
ソ
リ
ン
は
、
Ｂ
社
の
ス
タ
ン
ド
に
は
入
れ
ら

れ
な
い
』
と
い
っ
た
契
約
上
の
し
が
ら
み
な
ど
も
あ

り
、
燃
料
確
保
に
関
し
て
は
落
ち
着
く
ま
で
２
週
間

ほ
ど
か
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
」

災
害
対
策
本
部
に
た
ど
り
着
い
た

平
成
23
年
３
月
11
日
～
13
日

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
調
整
業
務
の
開
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
市
消
防
へ
リ
ポ
ー
ト
で
孤
立
し
て
い
た
防
災
航

空
隊
員
は
、
海
上
保
安
庁
の
ヘ
リ
に
救
助
さ
れ
、
当
日

の
夜
に
県
庁
に
入
り
、
本
来
ヘ
リ
の
乗
員
と
な
る
隊
員
に

よ
り
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
用
調
整
業
務
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
県
内
の
飛
行
場
は
、
自
衛
隊
の
霞

目
駐
屯
地
を
除
い
て
全
て
水
没
し
て
お
り
、
や
む
な
く
近

県
の
飛
行
場
に
一
時
的
に
駐
機
せ
ざ
る
を
得
ず
、
救
助
効

率
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
13
日
に
総
務
省
消

防
庁
の
手
配
に
よ
る
航
空
燃
料
が
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21（
利

府
町
）に
到
着
し
、
そ
こ
を
フ
ォ
ワ
ー
ド
ベ
ー
ス
※
と
す
る

こ
と
で
運
用
が
安
定
し
た
。

※
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
の
運
用
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
活
動
拠
点

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
海
上
保
安
庁
や
自
衛
隊
の
協
力
を
得
て
、
県
庁
ま

で
た
ど
り
着
き
、
２
階
講
堂
の
災
害
対
策
本
部
の
扉

を
開
け
た
ら
、
誰
か
に
抱
き
つ
か
れ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
航
空
隊
員
に
連
絡
が
つ
か
な
い
の
で
、
死
ん

だ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
」

「
全
国
か
ら
応
援
に
き
た
航
空
部
隊
に
は
、
被
害
の

少
な
い
隣
県
の
福
島
空
港
、
山
形
空
港
、
花
巻
空
港

ま
で
き
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

航
空
隊
に
は
『
宮
城
県
内
に
は
航
空
燃
料
も
飛
行
場

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

多賀城隊と岡山県隊との活動調整会議の様子

出典：東日本大震災ー宮城県の６か月間の災害対応とその検証ー（宮城県）

１ 

初
動
対
応
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出典：総務省消防庁

要請件数 対応
件数火災 救急 救助 物資 人員 調査 その他

11件 129件 167件 84件 28件 82件 26件
338件

527件

（3月11日から5月31日まで）

6 5

も
な
い
の
で
、
そ
こ
か
ら
飛
ん
で
救
助
活
動
を
展
開

せ
よ
』
と
い
う
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。
一
番
近
い

山
形
空
港
か
ら
宮
城
県
の
沿
岸
部
に
飛
ぶ
だ
け
で
も
、

片
道
１
０
０
㎞
く
ら
い
あ
り
ま
す
の
で
、
往
復
の
飛

行
に
燃
料
を
削
ら
れ
、
救
助
活
動
時
間
が
短
く
な
る

と
い
う
効
率
の
悪
い
活
動
を
初
日
、
二
日
目
あ
た
り

ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
総
務
省
に
燃
料
の
手
配
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
の
八
尾
空
港
で
ド
ラ
ム
缶

に
航
空
燃
料
を
詰
め
、
ト
ラ
ッ
ク
で
夜
通
し
走
っ
て

届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
燃
料
を
も
と
に
、
県
内
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21

に
前
進
基
地
（
フ
ォ
ワ
ー
ド
ベ
ー
ス
）
を
設
定
し
ま

し
た
。
県
内
で
活
動
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
一
旦
こ

こ
に
集
結
後
、
燃
料
を
補
給
し
て
被
災
地
に
飛
ぶ
と

ポ
ー
ト
に
送
り
込
ん
で
誘
導
さ
せ
ま
し
た
が
、
ヘ
リ

の
渋
滞
が
解
消
さ
れ
た
の
は
発
災
か
ら
三
日
目
か
四

日
目
く
ら
い
で
し
た
」

「
病
院
の
上
空
を
パ
ッ
と
見
た
と
き
、
視
界
に
10
機

く
ら
い
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
事
故
な
く
や
れ
て
良
か

っ
た
か
な
と
。
日
赤
さ
ん
が
野
戦
病
院
み
た
い
に
な

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
外
に
大
き
な
テ
ン
ト
を
建
て

て
い
た
ん
で
す
が
、
ヘ
リ
は
北
か
ら
入
っ
て
西
に
抜

け
る
っ
て
い
う
ル
ー
ル
で
や
っ
て
い
た
と
き
に
、
そ

れ
を
知
ら
ず
に
南
に
飛
ん
で
い
く
機
体
が
あ
り
ま
し

て
、
テ
ン
ト
が
吹
っ
飛
ば
さ
れ
て
、
大
騒
ぎ
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
怪
我
人
は
い
な
く
て
、

次
に
降
り
て
き
た
と
き
に
は
ル
ー
ル
を
は
っ
き
り
伝

え
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
事
故
は
な
く
、
う
ま
く
や

れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
結
局
ヘ
リ
と
の
連
絡
手
段

な
し
で
、
最
後
ま
で
手
信
号
だ
け
で
や
り
ま
し
た
」

応
援
航
空
機
が
集
中

平
成
23
年
３
月
11
日
～
13
日

各
機
関
に
担
当
エ
リ
ア
を
振
り
分
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
整
班
の
本
来
の
任
務
は
、
災
害
対
策
活
動
が
可
能

な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
一
元
的
に
管
理
し
て
連
絡
調
整
を

行
う
も
の
で
あ
る
が
、
関
係
機
関
の
応
援
航
空
機
が
県

内
に
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な
エ
リ
ア
を
各
機
関
に

振
り
分
け
、
独
自
に
情
報
収
集
を
実
施
す
る
よ
う
依
頼

し
、
各
機
関
で
の
対
応
が
難
し
い
事
案
等
の
み
の
調
整
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
部
隊
の
進
出
規
模
が
大
き
す
ぎ
て
、
一
人
の
人
間

が
指
示
、
命
令
、
管
理
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
石

巻
地
区
は
女
川
も
含
め
て
自
衛
隊
の
大
部
隊
に
お
任

せ
し
て
、
気
仙
沼
地
区
は
東
京
消
防
庁
、
松
島
、
塩

釜
周
辺
は
県
警
さ
ん
で
仙
台
か
ら
南
の
福
島
県
境
ま

い
う
作
戦
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
活
動
効
率
が
劇
的

に
向
上
し
ま
し
た
」

「
津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
た
め
、
人
命
救
助
を
最

優
先
と
す
る
発
災
後
72
時
間
の
間
に
陸
上
部
隊
は
浸

水
区
域
に
到
達
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
情
報
が
あ

り
ま
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
全
機
に
よ
る
救
助
と
な

り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
航
空
管
制
が
高
度
や

ル
ー
ト
を
事
細
か
に
指
示
し
た
上
で
の
飛
行
に
な
り

ま
す
が
、
県
内
の
管
制
が
津
波
で
機
能
し
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
で
飛
ば
す
の
は
危
険
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
警
察
、
消

防
、
海
上
保
安
庁
ほ
か
、
各
組
織
の
代
表
の
方
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、『
我
々
を
信
用
し
て
飛
ば
せ
て
く

れ
』
と
。
衝
突
の
危
険
性
に
つ
い
て
も
伝
え
ま
し
た

が
『
空
は
そ
ん
な
に
狭
く
な
い
よ
』と
言
わ
れ
、『
分

か
り
ま
し
た
、
人
命
救
助
を
お
願
い
し
ま
す
』
と
い

う
指
示
を
出
し
ま
し
た
」

救
助
の
重
複
が
発
生

平
成
23
年
３
月
11
日
～
13
日

ヘ
リ
に
よ
る
救
助
要
請
が
殺
到

津
波
に
よ
り
、
沿
岸
部
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
陸
上
部

隊
の
救
助
活
動
が
難
航
す
る
中
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
調

整
班
に
は
救
助
要
請
が
殺
到
し
た
。
信
頼
性
や
緊
急
性

が
様
々
な
ヘ
リ
出
動
要
請
の
情
報
を
う
ま
く
仕
分
け
で

き
ず
、
情
報
が
錯
綜そ

う

し
、
救
助
ヘ
リ
が
重
複
す
る
ケ
ー
ス

が
発
生
し
た
。
ま
た
、
搬
送
先
の
病
院
上
空
で
は
ヘ
リ
の

渋
滞
が
発
生
し
た
た
め
、
航
空
隊
員
が
急
き
ょ
地
上
で
の

誘
導
を
行
っ
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「『
石
巻
の
ど
こ
そ
こ
の
橋
の
上
で
10
人
く
ら
い
孤

立
し
て
、
手
を
振
っ
て
い
ま
す
』
と
い
う
情
報
に
よ

り
ヘ
リ
が
出
動
し
て
救
助
を
す
る
の
で
す
が
、
数

時
間
後
に
ま
た
同
じ
よ
う
な
情
報
が
入
っ
て
、
ヘ
リ

で
を
消
防
防
災
ヘ
リ
で
担
当
す
る
よ
う
エ
リ
ア
を
分

け
、
活
動
の
詳
細
は
各
機
関
に
一
任
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
指
示
し
か
で
き
な
い

状
況
で
飛
ん
で
い
た
だ
く
ん
で
す
が
、
航
空
上
の
安

全
管
理
面
で
非
常
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
機

関
同
士
で
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
が
、
他
機
関
と
な
る

と
航
空
無
線
の
周
波
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
情
報

の
共
有
で
あ
っ
た
り
、
飛
行
経
路
の
確
認
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
常
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
」

消
防
課
職
員

「
消
防
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
、
警
察
の
ヘ
リ
も

ま
し
た
。
原
発
事
故
の
影
響
が
ま
さ
か
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
及
ぶ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
な
こ
と

に
、
発
災
か
ら
三
日
後
以
降
は
『
く
し
の
歯
作
戦
』

に
よ
っ
て
地
上
部
隊
が
沿
岸
部
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
の
で
、
そ
こ
か
ら
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出

活
動
は
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。
発
災
初
日
と
翌
日
の

二
日
間
で
緊
急
消
防
援
助
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
出
者
は
１
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
が
、
三
日

目
、
四
日
目
に
な
る
と
、
地
上
部
隊
が
が
ん
ば
っ
て

進
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
何
十
人
と
い
う
単
位

に
減
り
ま
し
た
」

を
飛
ば
す
と
誰
も
い
な
い
。
当
時
は
メ
ー
ル
や
ツ
イ

ッ
タ
ー
が
は
や
り
始
め
て
い
た
時
期
で
、
同
じ
情
報

が
何
度
も
入
っ
て
き
て
、
活
動
の
重
複
が
あ
り
ま
し

た
」

「
ヘ
リ
に
よ
る
救
出
活
動
は
、
俗
に
い
う
『
サ
ー
チ

＆
レ
ス
キ
ュ
ー
』。
探
し
て
助
け
る
を
繰
り
返
し
ま

す
。
隊
員
が
ワ
イ
ヤ
ー
で
降
り
て
、
抱
き
か
か
え
て

助
け
て
い
く
ん
で
す
け
ど
も
、
助
け
た
方
を
ど
こ
に

運
び
入
れ
る
か
と
い
う
と
や
は
り
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

有
す
る
病
院
に
な
り
ま
す
。
当
時
県
内
に
は
気
仙
沼
、

石
巻
、
霞
目
駐
屯
地
、
県
南
の
中
核
病
院
の
４
か
所

し
か
な
か
っ
た
の
で
、
病
院
の
上
空
で
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
渋
滞
す
る
ん
で
す
よ
。
航
空
隊
員
を
病
院
ヘ
リ

全
国
か
ら
き
ま
す
か
ら
、
朝
に
『
じ
ゃ
あ
、
こ
の
エ

リ
ア
お
願
い
し
ま
す
』
と
。
全
て
各
隊
に
任
せ
て
連

絡
調
整
す
る
だ
け
の
機
能
し
か
発
揮
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
機
関
を
ま
た
い
で
ヘ
リ
の
運
用
を
統
率
で

き
れ
ば
理
想
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
11
、

12
、
13
日
は
、
人
命
を
救
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
だ

っ
た
の
で
、
あ
の
状
況
下
で
は
こ
の
や
り
方
が
最
善

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
３
月
15
日
に
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
で
半
径

30
㎞
以
内
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
が
禁
止
に
な
り

局
面
が
変
わ
っ
て
い
く平

成
23
年
３
月
14
日
～

人
命
救
助
か
ら
遺
体
捜
索
へ

発
災
後
72
時
間
が
経
過
し
て
も
救
助
活
動
は
続
い
て

い
た
が
、
そ
れ
も
徐
々
に
遺
体
捜
索
へ
と
移
行
し
て
い

く
。
し
か
し
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
ど
の
機
関
が

遺
体
捜
索
を
行
う
の
か
、
明
確
な
基
準
は
設
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
消
防
の
本
来
の
業
務
は
人
命
救

助
で
あ
る
が
、
発
災
か
ら
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
生

存
者
発
見
の
可
能
性
が
低
く
な
っ
て
い
く
中
と
は
い
え
、

特
に
多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
い
る
地
域
に
お
い

て
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を
帰
せ
る
よ
う
な
状
況
に
は

な
か
っ
た
。

消
防
課
職
員

「
警
察
だ
っ
て
犯
罪
性
が
な
け
れ
ば
遺
体
の
捜
索
は

本
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
に
し
て
も
自
衛
隊
に

し
て
も
そ
う
で
す
。
結
果
的
に
は
捜
索
す
る
能
力
の

あ
る
と
こ
ろ
が
、
法
律
的
な
整
備
が
な
く
て
も
あ

の
場
合
は
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
す
し
、
実
際

に
や
り
ま
し
た
。
遺
体
の
捜
索
を
災
害
救
助
活
動
の

一
環
だ
と
法
制
度
上
で
位
置
付
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

後
か
ら
応
援
に
き
て
も
ら
う
部
隊
に
も
こ
ち
ら
で
お

願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

「
緊
急
消
防
援
助
隊
の
一
番
の
本
分
は
命
を
救
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
初
動
の
72
時
間
が
過

ぎ
て
、
1
週
間
が
過
ぎ
て
く
る
と
局
面
が
変
わ
っ
て

き
て
、
遺
体
の
捜
索
が
主
な
業
務
に
変
わ
っ
て
い
く

ん
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
遺
体
の
捜
索
、
発
見
、

収
容
が
消
防
の
業
務
だ
と
い
う
認
識
が
オ
ー
ソ
ラ
イ

ズ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
あ
る
隊

か
ら
、
72
時
間
が
過
ぎ
た
段
階
で
『
も
う
本
来
業
務

の
部
分
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
撤
収
す
る
』
と
言
わ
れ
、

な
ん
と
か
お
願
い
を
し
て
、
そ
の
後
三
日
間
く
ら
い

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　　東京：東京消防庁
　　海保：第2管区海上保安本部
　自衛隊：陸上自衛隊、航空自衛隊、
　　　　��海上自衛隊
　　警察：各都道府県警察航空隊
消防防災：札幌市、青森県、山形県ほか

航空機の
活動エリアに関する
関係機関との調整

グランディ・21に設置されたフォワードベース

緊急消防援助隊（陸上部隊）出動隊数・隊員数の推移

ヘリコプター救助・救援活動の
要請件数と対応実績 

１
初
動
対
応
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「
西
日
本
か
ら
き
て
い
る
緊
急
消
防
援
助
隊
は
各
都

道
府
県
隊
と
い
う
形
で
き
て
い
ま
す
け
ど
、
実
際
は

各
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の
消
防
本
部
か
ら
人
を
派

遣
し
て
も
ら
っ
て
隊
を
組
ん
で
い
ま
す
。
当
時
は
行

政
改
革
で
市
町
村
の
消
防
の
人
員
も
ギ
リ
ギ
リ
。
そ

こ
を
震
災
と
い
う
こ
と
で
、
人
を
割
い
て
は
る
ば
る

こ
ち
ら
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
本
来
の

人
命
救
助
の
部
分
が
終
わ
れ
ば
、
帰
っ
て
も
ら
う
の

が
筋
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
が
難
し
い
」

「
ま
だ
い
て
く
だ
さ
い
」

平
成
23
年
３
月
中
旬
～
６
月

緊
急
消
防
援
助
隊
の
撤
収　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
災
県
を
除
く
全
国
各
地
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
が

県
内
に
駆
け
つ
け
、
そ
の
数
は
最
大
時（
３
月
18
日
）に
は
、

１
都
１
道
１
府
20
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊
、８
３
３
隊

３
２
５
７
人
に
達
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
前
、緊
急
消

防
援
助
隊
の
活
動
期
間
は
１
週
間
程
度
で
あ
っ
た
が
、
今

回
は
被
災
規
模
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
活
動
期
間
が
長
引

き
、
そ
の
撤
収
時
期
の
見
極
め
が
難
し
く
、
市
町
村
と
の

調
整
を
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

 

消
防
課
職
員

「
２
週
間
く
ら
い
過
ぎ
ま
す
と
各
市
町
村
さ
ん
も
落

ち
着
い
て
き
ま
し
て
、『
う
ち
の
市
町
村
で
は
消
防

の
方
に
い
て
い
た
だ
く
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
』

と
い
う
言
葉
も
チ
ラ
ホ
ラ
と
出
て
き
ま
す
。
ま
だ
い

て
ほ
し
い
と
い
う
市
町
村
も
あ
っ
て
、
そ
の
調
整
が

私
た
ち
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
し
た
。
い
か
に
し
て
そ

の
部
隊
を
帰
す
か
。
ど
の
段
階
で
ど
う
や
っ
た
ら
帰

せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
」

「
消
防
の
最
高
指
揮
官
は
市
町
村
長
、
首
長
な
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
首
長
さ
ん
が
『
う
ん
』
と
言
わ
な
い

と
、
撤
退
で
き
ま
せ
ん
。
大
勢
の
死
者
が
出
て
い

る
中
で
、
遺
体
の
収
容
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
も
ら
い

災
害
対
応
の
実
務
に
入
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
の
か

な
と
思
い
ま
す
」

国
へ
の
報
告
様
式
で
苦
慮 

 

消
防
課
職
員

「
国
か
ら
『
そ
の
日
の
救
助
者
数
、
活
動
隊
数
、
活

動
人
員
、
活
動
内
容
、
隊
員
の
負
傷
状
況
等
を
○
時

ま
で
に
報
告
し
て
ほ
し
い
』
と
要
請
が
あ
る
の
で
す

が
、
現
場
で
は
、
ま
だ
部
隊
が
活
動
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
で
、
情
報
の
取
り
ま
と
め
に
は
苦
慮
し
ま
し

た
。
要
望
さ
れ
る
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
様
式
に
直
し

て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
が
固
ま
っ
た
の
が
三
日
目

く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度
初
め
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
報
告
内
容
が
調
整
で
き
れ
ば
、
も
う

少
し
円
滑
に
対
応
で
き
た
の
か
な
と
感
じ
ま
す
」

後
方
支
援
の
重
要
性

 

消
防
課
職
員

「
長
丁
場
で
す
が
、
交
代
要
員
が
基
本
的
に
い
な
い

の
で
、
結
局
何
週
間
か
は
食
料
が
な
く
て
、
消
防
課

の
有
志
二
人
が
、
消
防
課
と
危
機
対
策
課
の
40
人
分

に
加
え
、
札
幌
市
消
防
局
分
を
山
形
ま
で
毎
日
買
い

に
行
っ
て
し
の
ぎ
ま
し
た
。
後
方
支
援
の
重
要
性
は

忘
れ
が
ち
な
の
で
、
そ
の
辺
は
か
み
し
め
る
必
要
が

あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

出
会
い
が
自
分
の
財
産
に
な
っ
た

 

消
防
課
職
員

「
仙
台
市
か
ら
く
る
方
々
は
あ
る
程
度
、
顔
は
知
っ

て
い
ま
し
た
し
、
話
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
札
幌
市

の
消
防
局
の
方
々
は
初
め
て
で
し
た
。
今
回
宮
城
県

の
消
防
活
動
調
整
本
部
で
、
応
援
に
き
て
く
れ
た
全

国
の
方
々
と
の
運
用
調
整
を
行
っ
て
、
足
り
な
か
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
人
生
に
と
っ
て
の
財
産
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

一
度
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
５
、
６
人
が
限

界
で
す
の
で
、『
１
０
０
往
復
す
る
に
は
何
日
か
か

る
ん
だ
ろ
う
』
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
隊

員
が
下
り
て
、
屋
上
で
避
難
し
て
い
る
方
々
に
『
弱

者
の
方
を
優
先
し
ま
す
。
必
ず
助
け
に
き
ま
す
の

で
』
と
言
っ
た
ん
で
す
が
、
現
場
が
重
な
り
、
ヘ
リ

を
飛
ば
せ
な
い
う
ち
に
陸
上
部
隊
が
た
ど
り
着
い
た

事
案
も
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助
の
限
界
を
感
じ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
」

県
ご
と
に
搬
送
の
ル
ー
ル
が
違
う
こ
と
を 

念
頭
に
置
く

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
宮
城
県
で
は
、
病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
着
陸
す
る

と
き
は
、
患
者
搬
送
の
た
め
の
救
急
車
を
着
陸
地
点

に
待
機
さ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
県
に
搬
送

し
た
と
き
に
は
、
病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
て

も
救
急
車
が
必
要
だ
と
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
な

と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
敷
地
が
あ
ま
り
に
大
き
く

て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
病
院
が
離
れ
て
い
る
の
で
必
要

だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
地
元
消
防
さ
ん
に

お
願
い
し
て
、
救
急
車
の
段
取
り
を
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
宮
城
県
の
常
識
が
他
県
で
は
通
じ

な
い
と
い
う
の
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
辺
も
意

識
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
」

待
機
も
重
要
な
任
務 

 
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
現
場
に
行
っ
て
活
動
す
る
と
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が

結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。
や
は
り
受
援
県
が
ど
う
い
う

ふ
う
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
の
を
き
ち
っ

と
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
行
っ
た
か
ら
に
は
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
の

も
分
か
る
ん
で
す
け
ど
、
待
機
も
重
要
な
任
務
な
の

の
判
断
、
受
入
調
整
、
情
報
収
集
体
制
等
初
動
対
応
の

役
割
を
整
理
し
た
。
緊
急
消
防
援
助
隊
が
活
動
す
る
よ

う
な
大
規
模
・
特
殊
災
害
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
、
警
察
、

海
上
保
安
庁
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。

防
災
関
係
機
関
と
の
相
互
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
防
災

訓
練
を
通
じ
て
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
る
。

被
災
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
体
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

消
防
庁
よ
り
消
防
組
織
法
第
50
条
無
償
使
用
制
度
に
基

づ
く
配
備
を
受
け
、
平
成
25
年
８
月
６
日
に
運
用
を
再

開
し
た
。
ま
た
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
に
つ
い
て

は
、
岩
沼
市
空
港
西
地
内
へ
移
転
し
新
庁
舎
と
な
り
、
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
、東
日
本
大
震
災
を
上
回
る
被
害
が
想
定

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
備
え
、
全
国
の
登
録
部
隊

数
を
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
お
お
む
ね
６
６
０
０
隊
規

模
と
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

た
い
っ
て
い
う
気
持
ち
が
当
然
首
長
さ
ん
に
も
あ
る
。

そ
こ
の
調
整
が
難
し
か
っ
た
」

「
何
回
も
首
長
さ
ん
の
も
と
に
足
を
運
び
ま
し
た
。�

気
仙
沼
市
や
山
元
町
、
亘
理
町
、
各
地
に
行
き
ま
し

た
。『
ど
う
し
ま
す
？
』『
ま
だ
い
て
く
だ
さ
い
』
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
や
り
と
り
し
な
が
ら
、
や
っ
と
顔

が
見
え
る
関
係
に
な
っ
て
よ
う
や
く
『
い
つ
引
き
揚

げ
ま
す
？
』『
１
週
間
後
』
と
い
う
よ
う
な
話
を
頂

い
て
。
ど
う
に
か
こ
う
に
か
市
町
村
か
ら
の
了
承
を

得
て
、
後
は
消
防
庁
、
県
内
の
消
防
本
部
に
了
解
を

得
て
、
終
息
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

高
度
な
安
全
管
理
が
必
要 

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
当
時
、
県
内
の
被
災
地
上
空
に
は
数
百
機
の
ヘ
リ

が
飛
び
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
活
動
に
関
す
る
事
故
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
れ
は
、
本
当
に
偶
然
の

話
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
さ
ん
に
が

ん
ば
っ
て
も
ら
っ
た
結
果
だ
っ
た
り
、
隊
員
た
ち
の

士
気
の
高
さ
だ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
努
力
の
賜た
ま
物
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
機
体
が
救
助
活
動
を
す

る
上
で
の
安
全
管
理
は
、
も
っ
と
高
い
水
準
で
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
な
と
、
今
で
も
反
省

し
て
い
ま
す
」

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助
の
限
界
を
感
じ
た

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「『
津
波
で
孤
立
し
た
小
学
校
の
屋
上
で
６
０
０
人

が
手
を
振
っ
て
い
ま
す
』
と
い
う
救
助
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
吊
り
上
げ
た
と
し
て
も
、

他
の
防
災
関
係
機
関
と
の
平
時
か
ら
の
連
携

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
職
員

「
我
々
消
防
職
員
同
士
は
、
消
防
学
校
で
一
定
の
教

育
を
受
け
、
通
常
時
も
同
じ
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
で
、
全
国
ど
こ
か
ら
き
て
も
同
じ
方
向
を
見
ら

れ
る
ん
で
す
が
、
自
衛
隊
や
警
察
、
海
上
保
安
庁
の

方
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
業
務
が
違
い
ま

す
の
で
、
一
挙
に
束
ね
て
こ
う
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ

た
と
き
に
、
な
か
な
か
意
見
が
か
み
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
県
内
の
関
係
機
関
、
大

規
模
災
害
時
に
連
携
し
て
活
動
す
る
で
あ
ろ
う
組
織

同
士
は
垣
根
を
越
え
て
、
定
例
の
会
議
や
打
合
せ
、

た
ま
に
は
夜
の
懇
親
会
を
し
て
お
け
ば
、
顔
の
見
え

る
関
係
同
士
、
頼
み
づ
ら
い
こ
と
も
頼
め
た
り
、
意

思
の
疎
通
が
図
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
平
時
か
ら

他
機
関
と
の
連
携
体
制
を
強
化
し
て
お
く
と
い
い
の

か
な
と
、
当
時
の
反
省
と
し
て
思
い
ま
す
」

東
日
本
大
震
災
で
は
、
発
災
日
か
ら
88�

日
間
に
わ
た

り
、
延
べ
約
３
万
１
０
０
０
隊
、
約
11
万
人
の
緊
急
消

防
援
助
隊
が
消
防
・
救
助
活
動
に
尽
力
し
、
５
０
６
４
人

の
人
命
を
救
助
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
通
信
途
絶
地
域
で
情
報
収
集
を
行
う
無
線
中
継

車
、
１
０
０
人
規
模
の
野
営
が
可
能
で
被
災
地
で
の
長

期
に
わ
た
る
消
防
応
援
活
動
を
行
う
た
め
の
拠
点
機
能

形
成
車
両
、
走
破
性
の
高
い
水
陸
両
用
バ
ギ
ー
を
搭
載

し
た
津
波
・
大
規
模
風
水
害
対
策
車
両
、
道
路
啓
開
等

を
行
う
重
機
等
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
強
化
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
宮
城
県
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
計
画
を
改
正
し
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
早
期
要
請

か
な
と
」

救
助
要
請
の
重
複
が
起
こ
っ
て
し
ま
う

 

消
防
課
職
員

「
実
話
で
す
が
、
ま
ず
救
助
を
消
防
に
要
請
し
た
け

ど
こ
な
い
。
次
は
役
所
、
警
察
。
さ
ら
に
海
自
に
言

う
、
海
保
に
言
う
、
結
局
１
件
の
要
請
が
５
件
く
ら

い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
っ
ち
も
確
認
す
る
余
裕
も
な

い
ん
で
す
が
、
や
り
終
わ
っ
た
結
果
の
報
告
み
た
い

な
形
で
、
事
案
の
整
理
を
き
ち
っ
と
で
き
れ
ば
良
か

っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

防
災
訓
練
の
課
題
を
次
に
つ
な
げ
る

 

消
防
課
職
員

「
発
災
前
年
の
６
月
の
防
災
訓
練
の
と
き
に
消
防
無

線
の
必
要
性
に
気
づ
き
、
導
入
を
提
案
し
た
と
こ
ろ

採
用
さ
れ
、
２
階
講
堂
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
を
引
い
て
、

ど
う
せ
な
ら
航
空
無
線
も
と
い
う
こ
と
で
許
可
を
も

ら
い
、
結
果
、
３
月
11
日
は
無
線
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
見
え
て
き
た

ら
、
そ
れ
を
次
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
、
日
頃
の
訓
練

を
通
し
て
培
っ
て
い
く
の
が
、
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
」

シ
ス
テ
ム
環
境
の
準
備
が
生
か
さ
れ
た 

 

消
防
課
職
員

「
災
害
対
策
本
部
事
務
局
を
２
階
講
堂
に
移
設
し
ま

し
た
が
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
の
位
置
は
２
階
講
堂

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
シ
ス
テ
ム
環
境
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
平
時
は
５
階
執
務
室
で
使
っ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
、
講
堂
に
持
っ
て
行
っ
て
す
ぐ

に
使
え
た
こ
と
は
非
常
に
有
効
で
し
た
。
応
援
に
こ

ら
れ
た
札
幌
市
消
防
局
や
、
消
防
以
外
の
都
道
府
県

の
方
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
と
し
て

も
準
備
し
て
い
た
執
務
室
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
、

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

参
照

記
録
誌
等
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東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
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課
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3

月
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東
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大
震
災
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宮
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県
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発
災
後
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害
対
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城
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）
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←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

１ 

初
動
対
応


